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豊かさと、活力とゆとりが共生する水と緑に恵まれた町づくり

�
2006.FEB

特集
障害者自立支援法が始まります  ……②  

１月１３日（金）に井ノ口幼稚園で行われただんご作り。
園児たちは、食生活改善推進団体「いくみ会」中井支部のみなさんと一緒にお団子作りに挑戦。どんど焼き
の火の熱さに悪戦苦闘しながらも、焼きあがった団子を食べた園児たちからは「おいしぃ～」の声が聞かれ
ました。

わたしの提案  …………………………③
賀詞交歓会・成人のつどい  ……④～⑤
消防出初式他  ……………………⑥～⑦
まちのわだいアラカルト  ………⑧～⑨
みんなのひろば  …………………⑩～⑪
となり町だより他  ……………………⑫



広報なかい2月号　2

③
就
労
支
援
の
抜
本
的
強
化

　

自
立
し
た
地
域
生
活
へ
の
移
行
を
目
指

し
、
障
害
を
持
つ
か
た
の
適
正
に
合
っ
た
就

労
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
福
祉
と
雇
用
施

策
と
の
連
携
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

④
支
給
決
定
の
明
確
化
、
透
明
化

　

支
援
の
必
要
度
に
応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
が
公

平
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
新
し
い
障
害
程
度

区
分
（
心
身
の
状
況
を
あ
ら
わ
す
も
の
）
が

導
入
さ
れ
、
審
査
会
の
設
置
に
よ
り
意
見
聴

取
が
さ
れ
る
な
ど
支
給
決
定
方
法
が
透
明
化

さ
れ
ま
す
。

⑤
安
定
的
な
財
源
の
確
保

　

国
の
費
用
負
担
の
責
任
強
化
と
利
用
者
も

応
分
の
負
担
を
す
る
と
い
っ
た
皆
で
支
え
合

①
共
通
の
ル
ー
ル

　

身
体
･
知
的
･
精
神
の
３
障
害
で
異
な
っ

て
い
た
制
度
体
系
を
一
元
化
し
ま
す
。
障
害

の
種
別
や
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
障
害
を
持

つ
か
た
が
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
お
く
る

た
め
に
、
共
通
の
制
度
に
よ
る
福
祉
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

②
利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
体
系
に

　

こ
れ
ま
で
障
害
ご
と
に
別
れ
、
複
雑
化
し

て
い
た
サ
ー
ビ
ス
が「
日
中
活
動
の
場
」、「
住

ま
い
の
場
」
と
い
っ
た
機
能
や
目
的
別
に
区

分
さ
れ
、
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
地
域
生
活
支
援
」
や
「
就
労
支

援
」
の
た
め
の
事
業
や
重
度
の
障
害
を
持
つ

か
た
を
対
象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
創
設
さ
れ

ま
す
。

う
仕
組
み
に
変
わ
り
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
量
に
応
じ
て
原
則
一
割
の
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
が
、
利
用
者
の
所
得
に
よ
り
月
額
上

限
額
が
設
定
さ
れ
る
な
ど
負
担
を
軽
く
す
る

た
め
の
配
慮
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑥
公
費
負
担
医
療
制
度
の
統
一

　

身
体
･
知
的
･
精
神
の
種
別
ご
と
で
あ
っ

た
公
費
負
担
医
療
制
度
を「
自
立
支
援
医
療
」

に
統
一
し
、
手
続
き
や
利
用
者
負
担
が
共
通

化
さ
れ
ま
す
。
対
象
疾
病
等
は
従
来
ど
お
り

で
す
が
、
自
己
負
担
は
原
則
一
割
と
な
り
、

所
得
な
ど
に
応
じ
て
利
用
者
負
担
の
月
額
限

度
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
定
以
上
の

所
得
の
あ
る
か
た
は
給
付
の
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

⑦
利
用
者
の
申
請

　

現
在
、
支
援
費
制
度
や
公
費
負
担
医
療
制

度
を
利
用
し
て
い
る
か
た
は
、
新
し
い
制
度

の
対
象
者
に
な
り
ま
す
の
で
、
４
月
以
降
に

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
の
申
請
が
新
た

に
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、支
援
費
制
度
利
用
者
に
は
町
か
ら
、

公
費
負
担
医
療
制
度
利
用
者
に
は
県
か
ら
申

請
の
た
め
の
通
知
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

一元化�

「障害者自立支援法」は障害の種別や年齢をこえた共通のルールです。�

「障害者自立支援法」�共通ルール�
（4月から順次）�

個別ルール�
（従来）�

身体障害者�
福祉法�

知的障害者�
福祉法�

精神保健�
福祉法�

児童�
福祉法�

4
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

月
か
ら
変
わ
り
ま
す�

障
害
者
サ
ー
ビ
ス
の
し
く
み

障
害
者
サ
ー
ビ
ス
の
し
く
み
�

4
月
か
ら
変
わ
り
ま
す�

障
害
者
サ
ー
ビ
ス
の
し
く
み
�

■
障
害
者
自
立
支
援
法
が
始
ま
り
ま
す

　

平
成　

年　

月　

日
に
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
が
成
立
し
、
平
成　

年

１７

１０

３１

１８

４
月
１
日
か
ら
障
害
を
持
つ
か
た
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
段
階
的
に
変
わ
り

ま
す
。
障
害
者
自
立
支
援
法
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

保
健
福
祉
課　

福
祉
班

�（
８
１
）５
５
４
８

問合せ

� ��������������������������������������������������
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町
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
気
軽
か
つ
積
極
的
に
町

政
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
一
つ
の
手
段
と
し
て
、「
わ
た

し
の
提
案
」
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
生
の
声
を
聞
き
、

そ
れ
を
町
政
に
反
映
さ
せ
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
の
も
の
で
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
提
案
は
全

て
町
長
が
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
各
担
当
部
署
で
検
討
・

対
応
し
、
提
案
者
へ
回
答
い
た
し
ま
す
。

　

提
案
方
法
は
、「
わ
た
し
の
提
案
」
専
用
の
ハ
ガ
キ
・

封
筒
を
ご
使
用
い
た
だ
く
か
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ご
意
見
・
ご
提
案
が
で
き
ま
す
。
専
用
ハ
ガ
キ
・
封
筒

は
役
場
庁
舎
、改
善
セ
ン
タ
ー
、保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、井

ノ
口
公
民
館
、
境
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
中
央
公
園
野
球
場
に
提
案
箱
と

併
せ
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
提
案
箱
も
し
く
は
郵

便
ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
自
身
で

す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
か
ら
の
率
直
な
ご
意
見
・
ご
提

案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
わ
た
し
た
し
の
提
案
提
案
」
�制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
�

「
わ
た
し
の
提
案
」
�制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
�

ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
今
ま
で
以
上
に
町
の
行
財

政
運
営
等
を
住
民
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
、
実
施

す
る
諸
施
策
を
裏
付
け
る
財
源
確
保
に
努
め
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
た
上
で
、

市
町
村
合
併
も
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
、
慎
重
に
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

● 
町
営
住
宅
に
つ
い
て 
●

【
提
案
】
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯
の
収
入
が
減
る
な
か
、

一
般
賃
貸
住
宅
で
暮
ら
し
、
毎
月
６
〜
８
万
円
程
度

の
家
賃
を
支
払
い
な
が
ら
、
子
育
て
を
し
て
い
く
の

は
経
済
的
に
と
て
も
大
変
で
す
。
少
子
化
の
一
つ
の

理
由
だ
と
思
い
ま
す
。
町
営
住
宅
を
増
や
し
、
多
く

の
町
民
が
入
居
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

【
回
答
】町
営
住
宅
は
、民
間
の
賃
貸
住
宅
と
異
な
り
、

単
に
安
価
な
家
賃
で
住
宅
を
供
給
す
る
も
の
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
低
所
得
者
等
の
支
援
を
目
的
と
す
る

も
の
で
す
。
要
望
の
あ
り
ま
し
た
町
営
住
宅
の
建
設

に
つ
い
て
は
計
画
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
小
児
医
療

費
助
成
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
い
っ
た
子
育
て

支
援
策
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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● 
市
町
村
合
併
に
つ
い
て 
●

【
提
案
】行
政
も
人
口
増
加
策
を
考
え
て
は
い
る
よ
う

で
す
が
、
現
実
的
に
見
て
、
今
後
大
幅
な
人
口
増
加

は
極
め
て
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
加
え
て
、
小
規

模
自
治
体
に
対
す
る
国
・
県
か
ら
の
締
め
付
け
が
強

ま
る
な
か
、
１
万
余
り
の
人
口
規
模
で
上
質
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
確
保
し
て
い
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。
人

口
増
加
策
を
講
じ
て
、
独
自
路
線
を
進
め
る
の
も
大

事
な
こ
と
で
す
が
、
同
時
に
市
町
村
合
併
を
す
る
場

合
の
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
判
断
や
下
準
備
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
回
答
】
市
町
村
合
併
は
、
そ
れ
自
体
が
目
的
で
は
な

く
、
合
併
を
契
機
に
ど
の
よ
う
な
ま
ち
を
作
っ
て
い

く
か
、
ど
の
よ
う
な
行
政
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
か

が
大
切
で
あ
る
と
、
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今

後
も
、
住
民
の
生
活
圏
等
を
重
視
し
た
行
政
サ
ー
ビ
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●
平
成　

年
度
は　

月
末
ま
で
の
間
に　

件

１７

１２

３１

の
ご
提
案
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
貴
重
な
ご
意
見
の
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

※
提
案
及
び
回
答
内
容
は
要
旨
で
す
。



平
成
　
年
 
賀
詞
交
歓
会
・
表
彰
式
�

18�

広報なかい2月号　4

年
）
在
職
し
、
道
路
交
通
の
安
全
と
交
通
道

徳
の
普
及
高
揚
に
貢
献
さ
れ
た
。

◆
小
澤
勢
津
子
（
松
本
下
）

　

町
交
通
指
導
隊
に　

年
（
う
ち
副
隊
長
２

１０

年
）
在
職
し
、
道
路
交
通
の
安
全
と
交
通
道

徳
の
普
及
高
揚
に
貢
献
さ
れ
た
。

◆
小
山
浩
介
（
松
本
下
）

　

開
業
以
来
、
地
域
住
民
の
歯
科
医
療
の
充

実
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
歯
科
校
医
・

園
医
、
乳
幼
児
健
康
診
査
、
寝
た
き
り
老
人

等
歯
科
診
療
等
に
携
わ
り
、
保
健
衛
生
の
向

上
に
寄
与
し
、
町
民
の
健
康
の
保
持
・
増
進

に
貢
献
さ
れ
た
。

◆
三
橋
由
紀
子
（
南
足
柄
市
）

　

開
業
以
来
、
地
域
住
民
の
歯
科
医
療
の
充

実
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
歯
科
校
医
・

園
医
、
乳
幼
児
健
康
診
査
、
寝
た
き
り
老
人

等
歯
科
診
療
等
に
携
わ
り
、
保
健
衛
生
の
向

上
に
寄
与
し
、
町
民
の
健
康
の
保
持
・
増
進

に
貢
献
さ
れ
た
。

◆
井
上
愼
治
（
北
窪
）

　

昭
和　

年
か
ら　

年
に
わ
た
り
中
井
町
遺

６１

２０

族
会
本
部
役
員
（
う
ち
会
長
４
年
）
と
し
て

優
れ
た
指
導
力
を
発
揮
し
、
戦
没
者
遺
族
の

処
遇
改
善
な
ど
援
護
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
。

◆
菊
池
冨
夫
（
宮
原
）

　

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
中
井
ジ
ュ

ニ
ア
」
の
監
督
と
し
て
チ
ー
ム
の
育
成
を
図

り
、
ペ
プ
シ
カ
ッ
プ
第　

回
記
念
全
日
本
バ

２５

レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
女
子
の
部
に
神
奈

川
県
代
表
と
し
て
出
場
さ
せ
、
準
優
勝
に
導

く
な
ど
、
そ
の
指
導
力
は
顕
著
で
あ
る
。

◆
中
井
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

今
野
僚
太
・
島
田
礼
二

　

平
成　

年
度
全
国
中
学
校
体
育
大
会　

第

１７

　

回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
に
出

３６場
し
、
中
井
中
学
校
の
進
展
と
町
の
教
育
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
進
展
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
た
。

◆
中
井
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

多
田
桃
子
・
武
松
沙
織

　

平
成　

年
度
全
国
中
学
校
体
育
大
会　

第

１７

　

回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
に
お

３６い
て
ベ
ス
ト　

の
成
績
を
収
め
、
中
井
中
学

１６

校
の
進
展
と
町
の
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ

の
進
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。

◆
中
井
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

相
原
基
紀
・
川
口
義
人

　

平
成　

年
度
第　

回
関
東
中
学
校
ソ
フ
ト

１７

３５

テ
ニ
ス
大
会
に
お
い
て
ベ
ス
ト　

の
成
績
を

１６

収
め
、
中
井
中
学
校
の
進
展
と
町
の
教
育
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
進
展
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
た
。

◆
中
井
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

大
木
駿
介
・
小
泉
英
行

　

平
成　

年
度
第　

回
関
東
中
学
校
ソ
フ
ト

１７

３５

テ
ニ
ス
大
会
に
出
場
し
、
中
井
中
学
校
の
進

� ����������������������������������������������������������������������������������

� �������������������������������������������������

功
労
表
彰

◆
植
木
年
男
（
宮
向
）

　

昭
和　

年
に
中
井
町
役
場
採
用
以
来
、
平

３８

成　

年
に
民
生
部
長
を
も
っ
て
退
職
す
る
ま

１７
で
の　

年
間
、
町
職
員
と
し
て
町
政
発
展
に

４２

貢
献
さ
れ
た
。

一
般
表
彰

◆
倉
橋
光
男
（
岩
倉
）

　

町
交
通
指
導
隊
に　

年（
う
ち
隊
長
６
年
）

１０

在
職
し
、
道
路
交
通
の
安
全
と
交
通
道
徳
の

普
及
高
揚
に
貢
献
さ
れ
た
。

◆
山 
　

博
（
鴨
沢
）

　

町
交
通
指
導
隊
に　

年
（
う
ち
副
隊
長
６

１０

年
）
在
職
し
、
道
路
交
通
の
安
全
と
交
通
道

徳
の
普
及
高
揚
に
貢
献
さ
れ
た
。

◆
相
原
み
ち
子
（
本
境
）

　

町
交
通
指
導
隊
に　

年
（
う
ち
副
隊
長
２

１０

　

１
月
４
日
（
水
）
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、
新
春
賀
詞
交

歓
会
と
町
政
へ
の
功
労
者
等
の
表
彰
式
が
併
せ
て
行
わ
れ
、町

の
振
興
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た　

名
３
団
体
の
方
が
表

１８

彰
さ
れ
ま
し
た
。
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

� �������������������������������������������������
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展
と
町
の
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
進
展

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。

◆
中
井
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

平
成　

年
度
第　

回
関
東
中
学
校
ソ
フ
ト

１７

３５

テ
ニ
ス
大
会
に
お
い
て
ベ
ス
ト
８
の
成
績
を

収
め
、
中
井
中
学
校
の
進
展
と
町
の
教
育
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
進
展
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
た
。

◆
中
井
ジ
ュ
ニ
ア

　

ペ
プ
シ
カ
ッ
プ
第　

回
記
念
全
日
本
バ
レ

２５

ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
女
子
の
部
に
神
奈
川

県
代
表
と
し
て
出
場
し
、
準
優
勝
の
成
績
を

収
め
た
。

◆
城
所
義
昌
（
比
奈
窪
）

　

町
各
種
事
業
の
振
興
の
た
め
、
多
額
の
金

員
を
寄
付
さ
れ
た
。

◆
中
井
開
発
株
式
会
社

　

町
各
種
事
業
の
振
興
の
た
め
、
多
額
の
金

員
を
寄
付
さ
れ
た
。

感
謝
状

◆
和
田
富
一
（
山
北
町
）

　

教
育
振
興
の
た
め
、
多
額
の
金
員
を
寄
付

さ
れ
た
。

� �������������������������������������������������������������������������������������������

平
成
　
年
 
成
人
の
つ
ど
い
�

18

　

第
１
部
の
式
典
で
は
、
今
年
成
人
と
な
っ
た　

名
を
代
表
し
て
金
子
由
香
里
さ

１１９

ん
と
武
井
嘉
一
さ
ん
の
お
二
人
が
、　

歳
と
な
っ
た
現
在
の
抱
負
や
自
覚
な
ど
を

２０

「
は
た
ち
の
声
」と
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

（
金
子
さ
ん
）

　
「
意
識
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
の
行
動
一
つ
ひ
と
つ
を
見
つ
め
直
し
、

行
動
に
自
信
や
責
任
が
持
て
る
よ
う
に
な
る
。『
意
識
を
す
れ
ば
態
度
が
か
わ
る
』

と
い
う
姿
勢
で
、こ
れ
か
ら
前
へ
一
歩
ず
つ
踏
み
出
し
て
い
き
た
い
。」

（
武
井
さ
ん
）

　
「
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
て
今
の
自
分
が
あ
る
。
一
つ
ひ
と
つ
の
出
会
い
を
大

切
に
し
、
一
人
の
人
間
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
、
自
分
の
進
む
べ
き
道
を
し
っ
か

り
歩
ん
で
い
き
た
い
。」

　

第
２
部
の
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
旧
友
や
恩
師
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び

合
い
、楽
し
そ
う
な
雰
囲
気
が
会
場
に
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
９
日
（
月
）、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
「
中
井
町
成
人
の

つ
ど
い
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
つ
ど
い
は
、
公
募
に
よ
り
集
ま

っ
た　

人
の
新
成
人
が
実
行
委
員
と
な
り
、
昨
年
の　

月
か
ら
会
議

１３

１０

を
重
ね
て
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

�
金
子　

由
香
里
さ
ん

�
武
井　

嘉
一
さ
ん
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平
成
　
年
 
中
井
町
消
防
出
初
式
�

18

■
消
防
庁
長
官
表
彰

　

退
職
報
償 

前
分
団
長 

金
子　

貴
司

 

前
分
団
長 

小
清
水　

薫

 

前
副
分
団
長 

小
原　
　

寿

■
神
奈
川
県
知
事
表
彰

　

永
年
勤
続 

前
副
分
団
長 

小
原　
　

寿

■
神
奈
川
県
消
防
協
会
長
表
彰

　

勤
続
章 

前
副
分
団
長 

小
原　
　

寿

　

功
績
章 

副
団
長 

加
藤　
　

守

■
神
奈
川
県
消
防
協
会
足
柄
上
支
部
長
表
彰

　

功
績
表
彰 

副
団
長 

加
藤　
　

守

■
中
井
町
長
表
彰
（
永
年
勤
続
表
彰
）

　
　

年
勤
続 

本
部 
副
団
長 

及
川　

春
男

２０

　
　

年
勤
続 

第
四
分
団 
分
団
長 

相
原　
　

徹

１５

　
　

年
勤
続 

第
七
分
団 
団
員 

大
原　

俊
彦

１０
■
中
井
町
消
防
団
長
表
彰

　

無
火
災
分
団
表
彰

第
一
分
団
・
第
二
分
団
・
第
三
分
団
・
第
四
分
団
・
第

五
分
団
・
第
六
分
団
・
第
七
分
団

　

優
良
団
員
表
彰

 

第
一
分
団 
副
分
団
長 

岸　
　

輝
男

 

第
二
分
団 
副
分
団
長 

曽
我　

勝
美

 

第
三
分
団 
副
分
団
長 

柏
木　
　

勲

 

第
四
分
団 
副
分
団
長 

小
泉　

義
一

 

第
五
分
団 
機
械
班
長 

西
村　

昭
人

 

第
六
分
団 
庶
務
班
長 

橋
本　

博
幸

 

第
七
分
団 
副
分
団
長 

原　
　

敏
明

　
　

月　

日
（
金
）、
一
市
三
町
広
域
行
政
推
進
協

１２

１６

議
会
を
構
成
し
て
い
る
中
井
町
、
秦
野
市
、
大
井

町
、
松
田
町
の
間
で
、「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応

援
に
関
す
る
協
定
」
の
調
印
式
が
行
わ
れ
、
一
市

三
町
間
に
お
け
る
災
害
時
相
互
応
援
協
定
が
締
結

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
大
規
模
災
害
時
に
孤
立
化

が
懸
念
さ
れ
る
行
政
境
界
地
区
の
情
報
共
有
化
や

避
難
所
の
相
互
利
用
、
復
旧
活
動
・
物
資
調
達
の

相
互
応
援
等
が
よ
り
強
化
さ
れ
ま
す
。

　

１
月
８
日
（
日
）、
中
井
中
央
公
園
で
新
春
恒
例
の
中
井
町
消
防
出

初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。消
防
団
員　

名
に
よ
る
分
列
行
進
や
第
二
分

１２８

団
・
第
六
分
団
に
よ
る
消
防
操
法
、
一
斉
放
水
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
、
永
年
に
わ
た
り

消
防
団
活
動
に
従
事
さ
れ
た
方
々
の
表
彰
が
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

災
害
時
相
互
応
援
�

　
　
　
協
定
を
締
結
�

� �������������������������������������������������������������������������������������������

左から間宮大井町長、二宮秦野市長
　　　尾上中井町長、島村松田町長
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防
災
リ
ー
ダ
ー
と
は
…

　

自
治
会
単
位
で
組
織
さ
れ
て
い
る
自
主
防
災
会
の
活
動
は
、
住

民
に
よ
る
様
々
な
災
害
に
備
え
る
た
め
の
自
主
的
な
活
動
で
す
。

そ
の
中
で
防
災
リ
ー
ダ
ー
は
、
自
主
防
災
会
長
の
補
佐
役
と
し
て
、

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
の
精
神
で
、
防
災
知

識
・
技
術
の
習
得
に
努
め
、
地
域
の
防
災
意
識
の
普
及
・
高
揚
を

図
っ
て
い
ま
す
。

※
町
で
は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
各
自
主
防
災

会
に
１
名
以
上
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
た
め
、
来
年
度
以

降
も
防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

全
自
主
防
災
会
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

災
害
に
強
い
地
域
・
町
を
目
指
し
て
�

�　
　
　
　
　
　
〜
防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
〜
�

防
災
環
境
課　

防
災
交
通
班

�（
８
１
）１
１
１
５

問合せ

模
擬
倒
壊
家
屋
を
使
用
し
、
ジ

ャ
ッ
キ
を
使
っ
て
閉
じ
こ
め
ら

れ
た
人
を
救
出
す
る
訓
練
。
リ

ー
ダ
ー
は
、
ジ
ャ
ッ
キ
を
操
作

す
る
人
や
隙
間
に
角
材
を
か
ま

す
人
な
ど
に
細
か
く
指
示
を
出

し
、
安
全
を
確
保
し
つ
つ
、
救

助
対
象
者
に
声
か
け
を
す
る
な

ど
気
遣
い
な
が
ら
救
出
作
業
を

行
い
ま
し
た
。　
　

�
周
囲
の
状
況
確
認
と
救
助
対
象
者

へ
の
声
か
け

救
出
訓
練

（
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
出
）

竹
と
毛
布
を
使
用
し
て
簡
易
担
架
を
作
り
、
搬
送

す
る
訓
練
。
竹
が
な
い
場
合
を
想
定
し
、
毛
布
や

シ
ー
ツ
の
み
で
で
き
る
、
よ
り
実
戦
的
な
搬
送
訓

練
も
行
い
ま
し
た
。

�
足
部
を
運
ぶ
人
は
、
リ
ー
ダ
ー
と

協
力
し
て
方
向
転
換
し
、
足
部
が
進

行
方
向
に
対
し
て
前
に
な
る
よ
う
に

搬
送
す
る
。

搬
送
訓
練

�
救
助
対
象
者
を
引
き
出
す
時
に

は
、
コ
ン
パ
ネ
な
ど
が
有
効

�
竹
が
な
い
場
合
の
毛
布
を
使
っ
た

搬
送
訓
練
。
４
名
で
対
応
し
ま
す
。

そ
の
他

�
三
角
巾
を
使
っ
た
包
帯
法
の
訓
練

包
帯
法
、
県
備
蓄
倉
庫
の
見
学
、

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
使
用
訓

練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
昨
年　

月
に
県
の
総
合
防
災
セ
ン

１２

タ
ー
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
会
は
、
防
災
に
関
す
る

知
識
、
技
術
を
習
得
し
、
災
害
時
に
お
け
る
地
域
の
防
災
力
の
強

化
を
目
的
と
し
て
、
実
技
訓
練
で
は
救
出
訓
練
や
搬
送
訓
練
、
体

験
学
習
で
は
阪
神
淡
路
大
震
災
、
新
潟
県
中
越
地
震
の
揺
れ
を
体

験
す
る
な
ど
、
様
々
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
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下
水
道
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
下
水
道
の
役
割
や
必
要
性
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
（
財
）
神
奈
川
県
下
水
道
公
社

が
実
施
し
て
い
ま
す
。
毎
年
、
下
水
道
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る

相
模
川
及
び
酒
匂
川
流
域
に
関
連
す
る　

市
町
の
小
学
４
年
生

２５

を
対
象
に
、
下
水
道
に
関
す
る
作
文
、
ポ
ス
タ
ー
、
書
道
の
三

部
門
の
作
品
募
集
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
応
募
総
数

４ ,　
９
９
１
点
の
中
か
ら　

点
が
入
賞
作
品
と
し
て
選
ば
れ
、

７０

中
村
小
学
校
か
ら
相
原
梨
花
さ
ん
（
半
分
形
）
が
書
道
の
部
で

入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

��

　

１
月
３
日
（
火
）、
新
春
恒

例
の
足
柄
上
地
区
一
周
駅
伝
が

開
催
さ
れ
、
足
柄
上
地
区
１
市

５
町
の
ほ
か
オ
ー
プ
ン
参
加
も

含
め
計　

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま

１２

し
た
。

　

結
果
は
、
１
位
山
北
町
Ａ
、

２
位
南
足
柄
市
、
３
位
大
井
町

と
な
り
、
中
井
町
チ
ー
ム
は
６

位
と
な
り
ま
し
た
。

� �������������������������������

� ���������������

�
�

�
�
�
�
�
�
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選手名（中井町）
総合順位・タイム
区間順位・タイム

区　　間

上木高広
⑥　０°２６′４３″

足柄上合同庁舎～山北駅前
（７．９ｋｍ）

１

広澤帆乃佳
⑤　０°３６′４６″
④　　　１０′０３″

山北駅前～三菱ガス化学前
（２．９ｋｍ）

２

吉野広哲
⑥　０°４９′５４″
⑤　　　１３′０８″

三菱ガス化学前～下関本
（３．９ｋｍ）

３

小川大輔
④　１°１０′２５″
③　　　２０′３１″

下関本～松田中学校前
（６．１ｋｍ）

４

武井　智
⑤　１°３６′３６″
⑦　　　２６′１１″

松田中学校前～山田総合
グラウンド入口　 （６．６ｋｍ）

５

金子和博
⑥　１°５９′０２″
⑥　　　２２′２６″

山田総合グラウンド入口～
中井町役場前　　 （６．９ｋｍ）

６

重田大吾
⑥　２°４４′２８″
⑦　　　４５′２６″

中井町役場前～足柄上合同
庁舎　　　　 　 （１１．７ｋｍ）

７

⑥　２°４４′２８″総合タイム（４６．０ｋｍ）

▲入賞作品

�

�
�
�
�
�
�
�
	



　
　

月　

日
（
火
）
中
井
中
学
校
で
、
全

１２

２０

校
生
徒
の
手
に
よ
る
「
ス
マ
イ
ル
計
画
発

表
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

総
合
学
習
の
時
間
に
生
徒
た
ち
が
各
々
取

り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
、体
育
館
や
教
室
、

中
庭
な
ど
を
使
用
し
て
お
互
い
に
発
表
し

合
い
、
み
ん
な
が
笑
顔
で
楽
し
め
る
こ
と

を
目
的
に
計
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
ダ
ン
ス
や
バ
ン
ド
演
奏
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
手
作
り
の
お
菓
子
・
お

も
ち
ゃ
の
展
示
、
町
の
自
然
・
歴
史
・
文

� �������������

化
・
環
境
問
題
に
つ
い
て
の
研
究
発
表
な
ど
、
合
計　

の
発
表
が
行
わ
れ

７９

ま
し
た
。
見
学
に
訪
れ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
方
々
は
、
生
徒
た
ち
の
努
力

と
様
々
な
視
点
か
ら
の
発
想
に
よ
る
発
表
内
容
に
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
マ
イ
ル
計
画
の
名
に
相
応
し
く
、
校
内
の
至
る
所
で
生
徒
や
見

学
に
訪
れ
た
方
の
笑
顔
が
見
ら
れ
、
大
成
功
の
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。▲手話で「君が代」斉唱に挑戦

▲中井の良いとこ！悪いとこ！
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� ���������������������������������

�

�
�
�
�
�
�
�
	

　
　

月　

日
（
火
）
中
村
小
学
校
で
行
わ
れ
た

１２

２０

収
穫
祭
は
、
昨
年
６
月
か
ら
児
童
た
ち
が
取
り

組
ん
だ
稲
作
体
験
の
収
穫
を
祝
う
と
と
も
に
、

田
植
え
か
ら
稲
刈
り
ま
で
指
導
し
て
い
た
だ
い

た
農
業
委
員
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
収
穫
祭
で
は
、
児
童
た

ち
の
手
作
り
に
よ
る
稲
作
の
紙
芝
居
や
お
米
に

関
す
る
ク
イ
ズ
な
ど
を
楽
し
ん
だ
後
、
重
た
い

杵
で
一
生
懸
命
つ
い
た
お
餅
を
み
ん
な
で
お
い

し
く
食
べ
ま
し
た
。

�

��

��

�
�
�
�
�
	

��

　
　

月　

日
か
ら　

月　

日
に
か
け
て
中
央
公
園
野
球
場
で
行
わ
れ
た
第　

回
大
会

１１

２０

１２

１８

７１

は
、
前
回
優
勝
・
準
優
勝
チ
ー
ム
（
ミ
ッ
ク
ス
・
大
久
保
野
球
部
）
が
初
戦
敗
退
と

い
う
波
乱
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。
決
勝
戦
は
ど
ち
ら
が
勝
っ
て
も
初
優
勝
と
い

う
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
組
合
せ
と
な
り
、
大
接
戦
の
末
、
若
手
と
ベ
テ
ラ
ン
が
抜
群
の
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
を
見
せ
た
Ｎ
Ｇ
ク
ラ
ブ
が
念
願
の
優
勝
旗
を
手
に
し
ま
し
た
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

� �������������

※
Ｎ
Ｇ
ク
ラ
ブ
は
、
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
「
中
井

ヘ
ロ
ン
ズ
」
の
コ
ー
チ
と
Ｏ
Ｂ
で
結
成
さ
れ
た

チ
ー
ム
で
す
。
同
ク
ラ
ブ
は
、「
Ｏ
Ｂ
が
地
元
で

野
球
を
楽
し
め
る
環
境
を
つ
く
り
、
今
度
は
選

手
同
士
・
大
人
同
士
と
し
て
プ
レ
ー
し
、
交
流

を
し
よ
う
。」「
ヘ
ロ
ン
ズ
の
理
念
で
あ
る
"
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
と
努
力
"
を
、
子
供
た
ち
に
我
々

の
野
球
か
ら
も
感
じ
て
ほ
し
い
。」
と
い
う
思
い

か
ら
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
今
大
会
の
優
勝
は
、

中
井
ヘ
ロ
ン
ズ
の
創
立　

周
年
に
花
を
添
え
ま

２０

し
た
。

▼初優勝を飾ったＮＧクラブの選手

★総合成績（参加１５チーム）

　優　勝　　ＮＧクラブ

　準優勝　　アイビーズ

　３　位　　メジャー

　　　　　　ブラックスター

★個人賞（敬称略）

　最優秀選手賞

　　山本順一（ＮＧクラブ）

　優秀選手賞

　　福本聖一（アイビーズ）

　打撃賞

　　田中正樹（アイビーズ）

　敢闘賞

　　矢部秀成（ＮＧクラブ）

� ���������������������

● ● ●  お知らせ  ● ● ●

　中井町体育協会野球部では、毎年５月と１１月に中央公園

野球場で町内野球大会を開催しています。町内在住又は在

勤者で構成するチームであれば、出場可能です。参加を希

望するチームは、下記までお問い合わせください。

※チーム登録料５，０００円（初回のみ）と大会参加費７，０００円

が掛かります。

問合せ　中井町体育協会野球部長　  権 守   
ごんのかみ

 　 章  
あきら

�８１－３９０１（中井町役場内） 
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俳
句
同
好
会
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「
怖
い
」
と
感
じ
る
事
は
人
に
よ
っ
て
様
々

だ
と
思
い
ま
す
。
小
さ
い
子
供
が
ト
イ
レ
に
行

け
な
か
っ
た
り
、な
ぜ
か
奥
さ
ん
だ
っ
た
り
・・・

　

ご
紹
介
頂
い
た
野
地
さ
ん
か
ら
消
防
団
の
分

団
長
を
引
き
継
い
で
以
来
、
私
の
怖
い
も
の
と

言
え
ば
、
近
い
将
来
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い

る
大
地
震
で
あ
り
、
そ
の
時
に
ど
う
立
ち
回
れ

る
の
か
と
て
も
不
安
な
の
で
す
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
は
皆
さ
ん
の
記
憶
に
も
強

烈
に
残
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
状
況
で
遭
遇
す
る
の

か
、
家
族
が
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
ら
、
水
道
や
電

気
が
止
ま
っ
た
ら
、
家
が
倒
壊
・
火
災
が
起
き

た
ら
ｅ
ｔ
ｃ
・
・
・

　

地
震
は
地
球
の
自
然
な
営
み
で
あ
る
以
上
、

発
生
し
た
後
の
被
害
を
最
小
限
に
留
め
る
事
が

重
要
で
あ
り
、
決
し
て
他
人
任
せ
に
出
来
な
い

事
だ
と
思
い
ま
す
。大
切
な
家
族
を
守
る
為
に
、

あ
な
た
は
ど
う
対
処
し
ま
す
か
？

���

題名「春近し」
小清水宗二（宮向）

墨絵教室同好会

　

澪
短
歌
会
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短
歌
同
好
会
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「
怖
い
で
す
ね
」

好
き
な
こ
と　

　

読
書

 
山
口 　

実
   

さ
ん

や
ま
ぐ
ち 

み
の
る（

松
本
上
）
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岡
村 

陽
子 

さ
ん（
宮
向
出
身
）�

第
　
回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
（
箱
根
駅
伝
）
で
先
導
を
務
め
た�

82

　

箱
根
駅
伝
と
言
え
ば
、
主
役
は
も

ち
ろ
ん
出
場
す
る
選
手
で
す
が
、
そ

の
裏
に
は
、
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
レ

ー
ス
を
陰
で
支
え
る
多
く
の
人
た
ち

の
存
在
が
あ
り
ま
す
。
岡
村
陽
子
さ

ん
も
そ
の
一
人
で
す
。
現
在
は
町
外

に
お
住
ま
い
で
す
が
、
井
ノ
口
小
学

校
、
中
井
中
学
校
卒
業
と
い
う
「
中

井
っ
子
」
の
岡
村
さ
ん
は
、
箱
根
駅

■
普
段
は
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
で

す
か
？

　

県
内
各
地
の
死
亡
・
重
傷
事
故
多
発
路

線
な
ど
を
中
心
に
取
り
締
ま
り
を
行
う
ほ

か
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
パ
レ
ー
ド
な
ど
の

先
導
、
交
通
安
全
指
導
・
教
育
な
ど
、
多

方
面
か
ら
交
通
事
故
防
止
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

■
先
導
者
を
務
め
て
み
て
ど
う
で
し
た

か
？

　

小
さ
い
頃
か
ら
の
夢
が
叶
い
、
と
て
も

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
が
、
伝
統
の
あ
る

大
会
で
、
一
般
の
方
の
注
目
度
も
高
く
、

非
常
に
責
任
の
重
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
何

事
も
な
く
無
事
に
終
わ
っ
た
こ
と
に
ほ
っ

と
し
て
い
ま
す
。

■
選
手
と
の
距
離
の
調
整
な
ど
、
先
導
は

大
変
そ
う
で
す
ね
。

　

市
民
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
先
導
と
は
違

い
、
後
を
走
る
選
手
だ
け
で
な
く
、
前
を

走
る
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
を
積
ん
だ
広
報
車
と

の
距
離
や
、
沿
道
で
応
援
し
て
い
る
観
客

の
コ
ー
ス
へ
の
飛
び
出
し
な
ど
に
注
意
を

払
っ
て
い
ま
し
た
。

伝
を
小
さ
い
頃
か
ら
沿
道
で
応
援
し
、
白

バ
イ
に
乗
っ
て
先
導
す
る
こ
と
を
夢
見
て

警
察
官
に
な
り
、
つ
い
に
今
年
そ
の
夢
を

実
現
さ
せ
ま
し
た
。
神
奈
川
県
警
察
本
部

交
通
部
交
通
総
務
課
交
通
事
故
防
止
対
策

隊
に
所
属
し
、
昨
年
２
月
に
開
催
さ
れ
た

横
浜
国
際
女
子
駅
伝
や
県
内
各
地
の
市
民

マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
で
先
導
の
経
験
を
積

み
、
今
年
の
箱
根
駅
伝
で
は
、
３
区
（
戸

塚
〜
平
塚
間
）
の
先
導
を
務
め
ま
し
た
。

■
今
後
の
抱
負
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

日
々
の
仕
事
を
一
つ
ひ
と
つ
一
生
懸
命

行
い
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
て
い
き
た

い
で
す
。

■
最
後
に
、
白
バ
イ
隊
員
に
な
っ
て
良
か

っ
た
で
す
か
？

　

は
い
。
み
な
さ
ん
の
安
全
を
守
る
と
い

う
と
て
も
責
任
の
重
い
仕
事
で
す
が
、
白

バ
イ
隊
員
に
な
る
の
は
自
分
の
夢
で
も
あ

り
ま
し
た
し
、誇
り
の
持
て
る
仕
事
で
す
。

自
分
の
選
択
は
間
違
っ
て
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

▲１月２日　箱根駅伝で先導をする岡村さん（右）
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「会うまでの時間」「プーさんの鼻」

 俵 　  万 智   （文藝春秋）
たわら ま ち

歌人　俵万智の自選歌集「会うまでの
時間」は、これまで彼女が歩んできた
過去がその時々の気持ちまで手に取る
ようにわかる自伝的歌集。「プーさんの
鼻」は、新しい命を授かり、喜びに満
ちた日々を綴る希望の歌集。ぜひ二冊
あわせて読んでほしい。

「ライト・グッドバイ」

 東 　 直 己
あずま

    （早川書房）
なおみ

ススキノ探偵シリーズ。馴染みの退職
刑事種谷が持ち込んだのは、証拠とな
るはずの行方不明の死体を探すための
方便だった。＜俺＞は男が現れるとい
うバーでの出会いをよそおい、調査を
始める。

※本誌は再生紙を使用しています。

●電話0465-81-1112
●FAX0465-81-1443
●ホームページアドレス http://www.town.nakai.kanagawa.jp
●Eメールアドレス kikaku@town.nakai.kanagawa.jp

●編集・発行／中井町役場企画課
●〒２５９-０１９７ 神奈川県足柄上郡中井町比奈窪56

No.489 平成１８年２月１日発行�
2006.FEB

広報

����������������������

平成１８年１月１日現在（前月比）

世帯数　　３，１８７世帯（－１）

人　口　 １０，１２９人　（－１９）

　男　　　５，１４０人　（－１１）

　女　　　４，９８９人　（－８）
※今回から平成１７年国勢調査ベースとなります。

  固 定 資 産 税　　  第４期分
  国民健康保険税　　  第６期分

　　　上下水道使用料　　１２・１月分
  介 護 保 険 料　　  第８期分

納期限は２月２８日（火）です

☆お支払いは便利な口座振替をご利用ください

改善センター図書室  �８１－３９０７ 井ノ口公民館図書室  �８１－３３１１

�������

��������

①「広報なかい」「広報なかい　おしらせ
版」に対する意見や感想、掲載希望事項等
を毎月所定の用紙により報告
②広報モニター会議への出席（年２回）
満１６歳以上の町内在住者
※ただし、公務員や公職にある人は除く
５人以内
町規定による
平成１８年４月から平成１９年３月まで
２月２８日（火）
「住所」「氏名」「年齢」「電話番号」を「広報
モニター応募」と明記の上、電話、ＦＡＸ、
ハガキ、Ｅメールのうち、いずれかの方法
で下記まで提出

■活動内容

■応募資格

■募集人員
■謝　　礼
■任　　期
■応募締切
■応募方法

申込み・問合せ
〒２５９－０１９７　中井町比奈窪５６
中井町役場　企画課　企画調整班
TEL８１－１１１２　FAX８１－１４４３

Ｅ－ｍａｉｌ：ｋｉｋａｋｕ＠ｔｏｗｎ．ｎａｋａｉ．ｋａｎａｇａｗａ．ｊｐ

２月４日（土）～３月５日（日）
９：００～２１：００
※ライトアップは１８：００から
西平畑公園内（松田山ハーブガーデン）
ＪＲ松田駅と十文字橋臨時駐車場から
シャトルバスあり（片道１００円）
松田山ハーブガーデン　TEL８５－１１７７
交通案内　TEL８２－０３６７

■日　時

■場　所
■その他

■問合せ

第8回まつだ桜まつり回まつだ桜まつり�第8回まつだ桜まつり�第8回まつだ桜まつり�
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